
サンプル数   はい   いいえ   無回答   

全 体  
18，723   6．4糾   11．605   654  
100．Ol   34，5％   62，0％   3．5！i   

男性   
9．739   3．393   6．095   25l  
100．0％   34．8l   62．6％   乙6  

性                       女性   
8．607   2．969   5．377   261   
100．0％   34．5％   6乙5％   3．  

無回答   
377   †02   133   142  

100．0≠   2丁．1ち   35．3％   37．丁   

10歳未満   
1，01l   248   747   16  
100．0≠   24．5％   78．9％   1．6ヽ  

10歳代   
301   70   225   6  

100．0兄   23．3％   74．8㌔   2．01  

20歳代   
1－086   285   794   7  

100．01   2¢．2兄   73．1ヽ   0．6％  

30歳代   
1，556   426   1甘用   12  
100．0ち   27．4≠   7l．9九   0．8％  

仙歳代   
1．496   ヰ58   1，032   6  

100．Ol   30．6l   89．0％   0．ヰI  

年  
3．125   l．030   2．037   58  

代  
100．0≠   33．0％   65．2％   l．9ヽ  

別  
4，070   1，578   2．368   124  
100．Ol   38．8l   58．2％   3．0％  

70歳代   
4．044   1，618   2．236   1gO  
100．Ol   40．0％   55．3％   4．7蒐  

80歳代   
l．324   518   744   62  
100．0％   39.1X 56．2％   ヰ．7l  

90歳代   
150   67   丁5   8  

100．0％   4ヰ．7％   50，0％   5．3％  

100歳以上   6   
6   0   0  

100．0，i   100．0％   0．0％   0．0％  

無回答   
554   160   229   165  

100．0％   28．9％   41．3鷺   29．8！i   

種  
6，791   2，301   4．253   23了  

100．0％   33．9％   62．8≠   3．5  

別   
‖．932   4，163   7．352   417  

100．0％   34．9ヽ   61．6≠   3．5   

大学病院   
6．465   2．165   4．069   231  
100．0！i   33．5％   62．91   3．6％  

設  
2，H柑   767   1．303   68  

童  
100．0～   35．9％   80．9％   3．2l  

主  
4，457   l．543   2．78ユ   131  

体  
100．0％  ●  62．4％   2．9l  

別  
2！I2   106   175   

100．0～   36．3％   59．9％   3．81  

民間病院   
5．37l   1，883   3，275   213  
100．0％   35．1蒐   61．OI   ヰ．0ヽ   

北海道   
l，492   607   845   ヰ0  

†00．0九   40．7％   5t；．6％   乙丁≠  

東北   
1，830  627   1．138   65  
100．Ol   34．31   ■  3．6≠  

関東   
3．122   †，100   1，927   95  
100．0％   35．2％   61．7％   3．0≠  

地  
1．844   615   1．176   53  

域  
100．0％   33．4兄   63．8％   乙9≠  

別  
2．627   890   l．623   114  
100．0≠   33．9≠   6t．8㌔   4．3ヽ  

関西   
2881   1．004   1．780   97  

100．0兄   34．8％   61．8≠   3．1ヽ  

中国・四国   
2．312   719   1，487   106  
100．0％   31．1兄   6ヰ．3ヽ   ヰ、6ヽ  

九州   
2，615   902   1．629   84  
100．0≠   3ヰ．5％   62．3≠   3．2％   

退  
16J82   5．605   10．176   401  
100．Ol   34．6％   62．9％   2．5％  

院   
890   284   568   38  

後  100．Ol   31．9l   63．8％   ヰ．3l  

の 予  
645   228   399   18  

100．0鷺   35．3，i   61．9％   2．8％  

定   
1，006   347   482   197  
100．0％   34．5蒐   45．9％   19．6！i   
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（4）入院中の質問等を通じた医師への信頼感   

①全体傾向   

入院中に質問等を通じて医師に対して信頼感を持てたかということについては、「よく   

持てた」という回答割合が74．1％と高く、「少し持てた」（15．3％）という回答をあわせ   

ると、約9割の患者が医師への信頼感を得たと回答しており、高い評価となっている。  

■よく持てた田少し持てた□どちらともいえない由あまり持てなかった臨まったく持てなかった昌無回答  

②展性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別  

年代別でみると、「よく持てた」という回答割合が、80歳代や100歳代では8割以   

上の高い回答割合となっているのに対し、20歳代、30歳代、40歳代では7割を下回   

っている。年代があがるほど信頼度が高くなるという傾向が見られる。  

ウ．種別  

Dl）Cの導入状況でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．設置主体別  

設置主体別でみると、社会保険病院で「よく持てた」という回答割合がやや低いが、  

回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．地域別  

地域別でみると、東北で「よく持てた」という回答割合がやや低く、「少し持てた」   

という回答割合がやや高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られない。  

九退院後の予定  

退院後の予定との関連性をみると、回答傾向に大きな差は見られない。  
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サンプル数  よく持てた  少し持てた  どちらともいえ  ない  あまり持てな かった  まったく持てな  かった  無回答   

全 休  
22．641   16．772   3，4糾   l，307   ヰ42   88   568  

†00．0％   丁4，1％   †5．3≠   5★8ヽ   2．0，G   0，lヽ   2．5％   

男性   
11．622   8．657   1，8ほ   662   248   54   186  

100．0％   74．5㌔   15，6≠   5．7≠   2．1％   0．5≠   1．6％  

性 別                                   女性   
10．553   7．891   1．607   628   185   34   208  

100．0≠   74．8％   15．2l   6．0％   1．8％   0．〇ヽ   2，¢％  

無回答   
466   224   42   17   9   0   174  

100．0≠   18．1ヽ   9．Ol   3．6≠   I．9X   0．0ヽ   3丁．3l   

10歳未満   
1，332   945   247   108   23   2   7  

tOO．0％   70．9％   18．5ヽ   8．1％   1．7ヽ   0．2l   0．5ヽ  

10鼓代   
37（；   268   64   29   8   2   5  

100．0≠   71．3％   17．0≠   17ヽ   2．t％   0．5ヽ   t．3＼  

20歳代   
1．289   862   264   116   3ヰ 4   9  

100．0％   6＄．9l   20．5l   ● ■   2，8X   0．3％   0★了ヽ  

30歳代   
1，869   1．302   344   167   45   ヰ   7  

100．Ol   69．7l   18．4l   8．9兄   2．ヰl   0．2l   0，4ち  

40歳代   
1．790   1．25ヰ   322   152   43   5   14  

100．0，i   TO．11   18．Ol   8．5≠   2．4！i   0．3≠   0．8％  

年  
3．ら89   2．691   654   205   丁2   56  

代  
100．0％   72．9％   t7．7X   5．61i   2．0鶉   0．3≠   1．5ヽ  

別  
ヰ．885   3，732   712   242   89   29   8l  

川0．0㌔   丁6．4ヽ   14．6l   5．0ヽ   l．8％   d．6ヽ   1．了％  

70歳代   
4．856   3．862   587   169   78   22   138  

100，0ち   7g．5父   12．1％   3、5ヽ   l．6ヽ   0．5ヽ   2．8％  

80鼓代   
1．653   1．3ヰ8   161   70   29   6   39  

100．0％   81．5≠   9．丁ヽ   4．2％   l．8■   0．4t   2．4％  

go歳代   
202   t56   2ヰ   10   0   ‖  

100．0％   77．2ヽ   11．9％   5．0％   8、0ヽ   0．5ヽ   5．ヰ％  

108歳以上  
丁  6  0  0  0  0  

100．01  85．7l  0．01   lヰ．3％  0．Ol  0．0％  D．0％  

無回答   
693   346   85   38   21   2  201  

100．0～   49．9l   12．3ゝ   5．5％   10ヽ  0．3l  29．01   

DPC病院   
6．70t   5．074   l．055   348   138   30   146  

100．0≠   74．7≠   15．5％   5．1ヽ   2．Ol   0，4ヽ   2．1％  

種                                    試行的適用病院   
‖，932   8，726   1，870   768   230   47   2！‖  

別  tOO．0兄   78．1≠   15．7兄   8．4≠   l．9％   0、■ヽ   2．4l  

調査協力病院   
3．918   2．972   539   191   74   131  

100．0≠   丁5．9≠   118％   ヰ．9％   1，9％   0．：Iヽ   3．3％   

大学病院   
6．465   4．805   1，016   33了   135   30   142  

100．0％   74．3％   15．7l   5．2≠   2．1l   0．5％   2．2≠  

国立病院   
2．547   1．972   388   124   2！l   7  47  

置  
100．0㌔   77．ヰヽ   lヰ．ヰヽ   ヰ．9ヽ   1．1，i  0．3ヽ  1．さ％  

主  
4．457   3，173   741   324   101   18   100  

体  
100．0％   Tl．2ヽ   1ti．6～   7．3ヽ   2．3鶉   0．1ヽ   2．2兄  

別  
1，929   l．493   22β   91   39   5  73  

100．0！i   了7．4ヽ   11．8％   ヰ．7ヽ   2、0ヽ  0．3≠  3．8％  

民間病院   
7．243   5，329   1，111   431   138   28   206  

1（旧．0％   丁3．6ヽ   15．3鷺   6．0％   t．9九   0．●＼   2－8㌔   

北海道   
1，682   1．238   280   92   45   8  39  

100．0％   了3．6％   15．51   5．5㌔   2．†ヽ  0，5％  2．3％  

東北   
1．830   1，242   334   165   45   5  39  

100．0％   67．9ち   18．al   9．0％   ヱ．5ヽ  0．3％  2．1l  

関東   
3．8⊆13   乙847   627   229   80   20   90  

100．0≠   73，ll   16．1≠   5．9％   乙1ヽ   0．5％   2．3≠  

1．844   1．420   270   88   6  24  
地  
域  

100．0≠   77．0兄   †ヰ．¢％   4．8％   36  0．31  t．3ヽ  

別  
3，了43   2．732   592   223   114  

100．01   丁3．0㌔   15．8ヽ   6．Ol   1．9％   0．3％   3．0％  

関西   
3．846   2，95l   530   198   69   9  89  

100．0％   76．7兄   13．8X   5．1ヽ   1．8鶉  0．2l  2．3ヽ  

中国・四国   
2，569   1．894   398   129   46   10   92  

100．0％   丁3．丁㌔   15．5％   5．0㌔   1．8％   0．ヰヽ   3．6％  

九州   
3．234   2．448   453   183   50   19   81  

100．0％   丁5．7ヽ   14．0％   5．†ヽ   l．5兄   0．6≠   2．5！‘   

19．515   lヰ，698   3，002   1，088   360   64   303  
退  

10（〉，0，i   丁5．3ヽ   15．ヰ％   5．6も   l．8％   0．3≠   1．8ヽ  

院 後  
1．063   745   175   75   34   8  26  

100．D％   了0．1ヽ   16．5％   丁、1ヽ   3，2九  0．8九  2．4％  

の 予  
824   593   130   62   16   5  18  

100．0！i   72．Ol   t5．8％   7．5％   1．9ち  0．6‡  2．2％  

定   
1．239   736   157   82   32   221  

100．0！i   59．4㌔   ほ．Tl   6．6％   2．6％   0．9l   1丁．8ヽ   
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（5）入院中の療養生活に対する支援への満足度   

①全体頼向   

入院中に療養生活に対する支援については、「まったく不満はなかった」という回答割   

合が55．3％と半数以上であり、「あまり不満はなかった」（30．4％）という回答をあわせ   

ると、9割近くの患者は療養生活に対する支援に満足していると回答しており、ここで   

も高い評価となっている。  

20％  40％  60％  80％  

■全く不満はなかった 白あまり不満はなかった□どちらともいえない  

D少し不満だった  団とても不満だった  日無回答  

②属性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別   

年代別でみると、70歳代以上で「まったく不満はなかった」という回答割合が高い   

のに対し、10歳未満では「少し不満だった」という回答割合がやや高くなっているよ   

うに、年代があがるほど満足度が高くなるという傾向が見られる。  

ウ．種別  

DPCの導入状況でみると、試行的適用病院で「まったく不満はなかった」という回   

答割合がやや高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られないr，  

エ．設置主体別  

設置主体別でみると、国立病院や社会保険病院で「まったく不満はなかった」とい   

う回答割合がやや高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られない。  

オ．地域別  

地域別でみると、東北で「まったく不満はなかった」という回答割合がやや低いも   

のの、回答傾向に大きな差は見られない。  

九退院後の予定  

退院後の予定との関連性をみると、自宅療養で「まったく不満はなかった」という   

回答割合がやや高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られない。  
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サンプル敢  全く不清はな  あまり不満は  どちらともいえ  少し不満だっ  とても不満  無回答     かった  なかった  ない  た  だった   

全 体  
22．64l   12．514   6．894   1．232   1．347   147   50了  

100．0ヽ   55．3l   30．4％   5．ヰ％   5．9ヽ   0．8篤   2．2％   

男性   
11，622   6．566   3．543   633   648   75   157  

100．0％   5¢．5≠   30．5％   5．4％   5．6％   ，●   t．Iヽ  

性                                   女性   
10，553   5．772   3．2了3   579   683   64   182   

100．0％   5ヰ．7ヽ   31．D兄   5．5ヽ   6．5≠   0．6％   l．7％  

無回答   
466   176   了8   20   16   8   168  

100．0ヽ   37．8≠   t6．7％   4．31   3．■ヽ   1．了％   31；．1ヽ   

10歳末藻   
1．332   548   506   136   1柑   17   7  

100．0≠   ヰ1．1l   38．0九   10．2％   8．9l   l．3ゝ   0．5㌔  

10歳代   
376   207   113   31   18   6   

100．0≠   55．1l   30．1X   8．21   4．81   1．6ヽ   0．8％  

20歳代   
l．289   640   ヰ38   108   89   6   8  

tOO，0ヽ   49．7l   34．OX   8．1l   6．9％   0．5≠   ● ●  

30歳代   
l．869   ！‖3   684   145   132   9   6  

100．0％   41！．8％   35．5％   7．8！l   ？，1l   0．5ヽ   0．3％  

側歳代   
1．790   870   6（S5   119   109   17   10  

100．D％   48．6％   37．2％   6．61   6．1％   0．9≠   0．6！i  

年  
3．889   1，909   1．265   179   258   30   4fl   

代  
100．0％   51．7％   34．3I   ヰ．91   7．0％   0．8％   1．3％  

別                  60歳代   

4．885   2，890   l．403   205   291   28   68  

100．0％   50．2％   28．7％   4．2％   ¢．Ol   0．＄≠   1．4％  

70歳代   
4．856   3．08ヰ   t．222   192   216   18   ほ6  

100．0†i   63．5％   25．2％   4．01   4．4％   0．3≠   2．6％  

80歳代   
l．653   1．054   417   66   72   5   3【I  

100．Ol   63．8l   25．2％   4．Ol   4．4％   0．31   2．■％  

90歳代   
202   12ユ   55   8   8   9  

100．Ol   60．9㌔   27．2％   4．0～   3．0％   0．5ヽ   4．5％  

100歳以上   
丁   6   0   0   0   0  

100．0ち   85．乃   川．3％   0．0兄   0．0％   0．0≠   0．0ち  

無回答   
693   270   145   43   38   12   185  

100，Ol   39．Ol   20．9㌔   6．2％   5．5篤   l．Tl   26．7％   

DPC病院   
6．丁91   3．621   2．柑2   343   ヰ38   4丁   150  

100．0㌔   53．31   32．3l   5．1％   8．4ヽ   0．7兄   2．2％  

種                                   試行的適用病院   
11．932   6．752   3．500   684   665   82   24∈I   

10D．0％   56．6X   2g．3九   5．7％   5．8％   0．7ち   2．1％  

調査協力病院   
3．9t8   2．141   1．202   205   24ヰ   18   108  

100．0％   54．6≠   30．7％   5．2％   6．2≠   0．5％   2．8㌔   

大学病院   
6．ヰ65   3，416   2．096   333   427   47   1ヰ6  

100．0％   52．8ヽ   32．4％   5．2l   6．61   0－丁ヽ   2．3％  

設  
2，547   1，474   764   105   152   6   48  

置  
100．0％   5丁．9ヽ   30．0！i   ヰ．1％   6．0ゝ   0．2ヽ   l．8％  

主  
4．457   2，515   1．310   287   229   30   86  

体  
10D．0％   56．4ヽ   29．4l   6．1ヽ   5．1ヽ   0．†ヽ   1．9≠  

別  
1．929   l．073   585   93   107   10   81  

100．0！i   55．6兄   30．3X   4．8≠   5．5ヽ   0．5l   3．2％  

民間病院   
了．243   ヰ，036   2．139   ヰ14   ヰ32   54   168  

10D．0㌔   55．7ち   Z9．5％   5－†ヽ   ■ －   0．7算   2．3％   

北海道   
1．882   926   504   93   112   13   34  

100．0％   55，1≠   30．Ol   5．5I   6．丁ヽ   0．8鶉   2．0％  

東北   
1．830   g27   600   159   98   12   34  

100．0％   50．71   32．81   8．7蒐   5．4≠   0．7％   1．9％  

関東   
3．893   2，160   1．170   218   236   2ⅠⅠ   83  

tOO．0％   55．5％   30．1兄   5．5％   8．1！i   0．了％   2．1％  

地  
1．84ヰ   1，062   589   了2   84   26  

域  
tOO．0兄   57．6％   3l．9％   3．91   ■．6ヽ   0．8ち   l．1l  

別  
3．丁43   2．048   l．14ヰ   203   218   18   112  

100．0≠   5ヰ．7％   30．¢％   5.4X 5．8札   0．5％   10％  

関西   
3．846   2，187   1．165   1g5   222   22   75  

100．0％   56．3％   30．3l   5．1ち   5．8ヽ   0．6％   2．0ヽ  

中国・四国   
乙569   1，引3   789   112   158   19   78  

100．0％   55．0％   30，7ヽ   4．4㌔   6，2％   0．7ヽ   3．0ヽ  

九州   
3．234   1．811   933   182   219   24   65  

100．0≠   56．0％   28．8ヽ   5．6％   6，8％   0．7％   2．0ヽ   

退  
柑．515   10．975   6．012   1．017   1．137   †18   256  

tOO．0≠   56．2％   30．8l   5．2％   5．8鶏   0．6％   t．3ヽ  

院 後  
1．063   526   342   86   71   12   26  

tOO．0≠   19．5ヽ   32．2％   8．1％   8．了見   t．1ゝ   2．1ヽ  

の 予  
824   430   255   57   61   4   17  

100．0％   52．2l   30．9％   6．9％   丁．ヰ％   0．5ヽ   2．川  

定   
1，239   583   285   72   78   13   208  

100．0，i   ヰ1．1l   23．0，i   5．8，i   6．3％   l．0≠   16．8％   
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（6）退院後の生活についての医師等からの説明や支援の有無  

①全体傾向   

退院後の生活についての医師等からの説明や支援については、「よく受けられた」とい   

う回答割合が60．0％と高く、「少し受けられた」（16．4％））という回答をあわせると、8   

割近くの患者が退院後の生活についての説明等が受けられたとしている。  

20？i  40％  60％  80％  

■よく受けられた  田少し受けられた  口どちらともいえない  

Qあまり受けられなかった国全く受けられなかった 巳無回答  

②属性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答僚向に大きな差は見られない。  

イ．年代別  

年代別でみると、30歳代で「よく受けられた」という回答割合がやや高いが、回答   

傾向に大きな差は見られない。  

ウ．種別  

DPCの導入状況でみると、調査協力病院で「よく受けられた」という回答割合がや  

や高いが、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．設置主体別  

設置主体別でみると、公的病院で「よく受けられた」という回答割合が高いが、回  

答傾向に大きな差は見られない。  

オ．地域別   

地域別でみると、東北で「どちらとも言えない」という回答割合がやや高いが、回   

答傾向に大きな差は見られない。  

九退院後の予定   

退院後の予定との関連性をみると、他病院へ転院という患者で「よく受けられた」   

という回答割合がやや低いが、回答傾向に大きな差は見られない。  
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大学病院   
6．465   3．795   l．099   324   206   72   989  
H】0．0㌔   58＿Tl   1丁．0％   5．Ot   3－2％   l」ヽ   t5．Ol  

設   
2．547   1．516   4ヰ3   140   ■98   2〇   32丁  

100．0）i   59．5l   17．ヰ％   5．5≠   3．8ヽ   ● －   12．8l  

主  
ヰ．457   2．564   TO7   321   1ヰ8   5（）   667  

体  
100．0％   57．5ヽ   15．9％   7．2ヽ   3．3％   1．1ヽ   15．0％  

別  
1．929   1．284   303   111   74   16   141  
100．0％   66．6l   15．7％   与．8‡   3．8l   0．8≠   7．3）i  

民間病院   
7．2ヰ3   4．421   1．158   401   218   80   965  
100．D％   引．0ヽ   16．0％   5．5兄   3．0，i   1．1≠   13，3l   

北海道   
1．682   1，014   256   101   55   23   233  
100．0ち   60．3l   15．2㌔   6．0≠   3．さ兄   l．4九   13．9l  

東北   
1．830   l．070   311   155   丁6   14   204  
100．0％   58．5ヽ   17．01   8．5ヽ   4．2％   0．8兄   11．11  

関東   
3．893   2，313   862   208   135   54   521  
100．01   59．4l   17．0％   5．3鷺   3．5，i   t．4九   13．ヰ1  

地  
†，844   1．166   303   81   ヰ6   19   229  

域  
100．0半   63．2l   16．4％   4．4先   2．5！i   1．0％   12．ヰX  

別  
3．743   2．233   64：1   222   ‖旧   43   4【12  

tOO．0％   59．フl   11．2！i   5．9％   2．9≠   t．1ヽ   13．1ヽ  

関西   
3．846   2．286   640   210   153   32   525  
100．0％   59．4I   16．6I   5．5％   ▲．0ヽ   0．8ち   13．7l  

中国・四国   
2．569   1．4TO   ヰ21   148   丁6   28   426  
100．0！i   57，2ち   t6．ヰヽ   5．さ％   3．0≠   l．1ゝ   16．6l  

九州   
3．234   2，028   474   172   93   28   439  
100．Ol   62．7％   1ヰ．丁ヽ   5．3％   2．9ヽ   0．9ヽ   13．＄ヽ   

退  
19．515   11．997   3，28ヰ   1．090   619   202   2．323  

100．0％   81．5％   18．8ヽ   5．6％   3．2％   1．0％   ‖．9ヽ  

院 後  
l．063   529   175   95   52   2l   19l  
100．0㌔   ヰ9．8l   16．5ヽ   8．9㌔   ヰ★9ヽ   乙0％   18，01  

の 予  
824   511   119   46   27   8   113  

100．0≠   82，0～   14．4～   5．6％   3．3≠   l．Ol   13．7ヽ  

定   
l．239   543   132   88   10  ヰ42  

100．D％   43．8％   10．7≠   5．3％  46 3．丁ヽ  0．8l  35i71   
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（7）入院目的の達成状況   

①全体傾向   

入院目的の達成状況については、「まったく不満はなかった」（5l，1％）と「あまり不   

満はなかった」（24．6％）をあわせると、8割近くの患者が不満はなかったと回答してい   

る。．  

20％  40，i  60％  80％  

■全く不満はなかった 臼あまり不満はなかった□どちらともいえない  

回少し不満だった  国とても不満だった  日無回答  

②属性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別   

年代別でみると、40歳代と90歳代で「まったく不満はなかった」という回答割合   

がやや低く、40歳代では「あまり不満はなかった」という回答割合がやや高いが、回   

答傾向に大きな差は見られない。  

ウ．種別  

DPCの導入状況でみると、試行的適用病院で「まったく不満はなかった」という回   

答割合がやや高いが、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．設置主体別  

設置主体別でみると、大学病院と公的病院で「まったく不満はなかった」という回   

答割合がやや低くなっているが、回答候向にほとんど差は見られない。  

オ．地域別  

地域別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

力．退院後の予定   

退院後の予定との関連性をみると、他病院へ転院という患者で「まったく不満はな   

かった」という回答割合が低く、「少し不満だった」、「とても不満だった」という回答   

割合がやや高くなっている。  
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サンプル数  全く不満はな  あまり不満は  どちらともいえ  少し不満だっ  とても不満  無回答     かった  なかった  ない  た  だった   

全 体  
22．641   11，562   5，570   1，389   972   136   3．012  

100．0％   51．1％   24．6％   6、1ヽ   ヰ．3％   0．6ヽ   13．3％   

男性   
11．622   6．021   2．832   707   4馴   81   l．490  

100．01   51．8％   2ヰ．4％   6．1？i   4．2ち   0．†ヽ   12．る％  

性                                   女性   
10．553   5，400   2．667   681   ヰ69   引   l．305   

100．0％   51．2％   25．3％   6．31   l．4％   0－5ヽ   12．4％  

無回答   
466   141   71   21   12   ヰ   217  

100．0％   30．3％   15．2％   4．5％   2．6～   0．9l   46．6％   

10歳未満   
1．332   676   ヰ40   98   46   6   66  

100．0九   50，8l   33．Ol   丁．ヰ％   3．5l   0．5鴬   5．0㌔  

川歳代   
376   198   107   28   13   8   27  

100．0≠   52．7先   28．5％   7．4％   3．5ヽ   0．8％   丁．2ヽ  

20歳代   
1，289   ¢84   348   113   75   8   61  

100．0≠   53．1ち   之7．0■   8－8％   5，8≠   0．6％   4，7≠  

30歳代   
1．869   998   536   1‘き2   95   t5   63  

100．0％   53．4l   2g．7ゝ   8．丁％   5．1l   0．8％   3．4≠  

40歳代   
1．790   857   550   158   94   16   115  

100．0％   ヰ7．g％   30．7％   乱8％   5．3l   0．9ヽ   6．4ヽ  

年  
3．889   1．815   l．016   247   柑1   33   387  

代  
100．0％   49．2％   2丁．5≠   6．7％   5．2％   0．9％   10．51  

別  
4．885   2，503   1．097   265   201   31   788  

100．0≠   51．2兄   22．5≠   5．4％   4．1％   m6ヽ   1B.1Y 

70鼓代   
ヰ．856   2．614   1，014   187   164   t4   863  

100．0†i   5：I．8鷺   20．9ヽ   3．9％   3．4％   0．3％   17．8l  

80歳代   
1．653   8壬i8   30】   74   56   3   331  

tOO．0ヽ   53．7％   18．2，i   4．5％   3．4又   0．21   2D．OX  

90歳代   
202   98   46   5   0   42  

100．0％   ヰ8．5X   22．8％   5．4％   2－5兄   0．0ヽ   20．8％  

100歳以上   
7   4   0   0   0   2  

H】0．0％   57．1％   14．3％   0．01   0，0ち   ¢．Ol   28．8l  

無回答   
693   227   114   46   32   7   267  

10D．0％   3乙8l   16．5％   6．61   ヰ．6％   1．0ヽ   38．5％   

DPC病院   
6．791   3．296   1．801   45t   339   55   さ49  

100．0％   48．5％   26．5！i   6．6％   5．Ol   0．8％   12．5l  

種 別                                   試行的適用病院   
11．932   6．297   2．884   734   461   63   t．543  

100．0先   52．8％   23．8乳   6．2％   3．9ヽ   0．5l   12．9l  

調査協力病院   
3．918   1，969   g35   20ヰ   172   18   820  

100．0％   50．3％   23．91   5．2㌔   ヰ．4％   0．5l   15．8l   

大学病院   
6，465   3，126   l．703   ヰ35   326   54   821  

100．0％   48．4％   26．3％   6．了見   5．0ち   0、8ヽ   t2．Tl  

国立病院   
2．547   1．3ヰ0   635   146   116   10   300  

置  
100．0％   52．¢兄   24．9％   5．丁ヽ   ●．8ヽ   0．4l   11．8％  

主  
4．457   2．318   1．070   

体  
100、0％   52．0ヽ   24．0％   

別  
1，929   961   428   104   78   7   356  

tOO．0％   49．8ヽ   21．9％   5．1ヽ   4．0ゝ   0．4ち   t8．5％  

民間病院   
7．243   3．817   1．739   393   284   41   969  

IOO．0％   52．7X   24．0％   5．4％   3．！lヽ   0．6％   13．4l   

北海道   
1．682   840   ヰ38   117   68   16   203  

100．OIi   19．9ヽ   26．0％   7．0％   tOヽ   t．0ヽ   12．11  

東北   
1．830   902   503   167   78   9   171  

100．0～   49．3％   27．51   9.1X 4．3≠   0．5！i   9．3l  

関東   
3．893   2，062   928   229   158   28   490  

tOO．0％   53．0％   23．8≠   5．9％   ■．1ヽ   0．7～   12．6九  

地  
l．844   1．006   ヰ6ヰ   96   81   了   190  

域  
100．01   54．6ち   25．2，i   5．2％   ヰ．1ヽ   0．▲～   10．3ヽ  

別  
3，743   1，8g6   900   215   175   21   536  

100．0≠   50．Tl   2ヰ．0兄   5．丁㌔   4．丁≠   0．6l   1ヰ．3ヽ  

関西   
3．846   1．932   932   239   146   26   571  

tOO．0≠   50．2l   24．2≠   8．2％   3．8鶉   0．7％   14．8ヽ  

中国・四国   
2．569   1，257   635   136   128   15   398  

100．0≠   ・1●   24．丁≠   5．3％   5，0ヽ   0．6九   15．51  

九州   
3，234   1，667   770   190   138   16   453  

‖】0．0％   51．5％   23．8l   5．9％   4．3，i   0．51   14．肌   

19．515   10，281   4，899   1．154   786   104   2．291  
退  

100．0！i   52．丁％   25．1％   5．9t   ヰ．0％   0．51   11．7％  

院 後  
l．063   411   274   101   82   20   175  

10【）．0！i   38．7㌔   25．8％   9．5l   7．一札   t．9≠   16．5％  

の 予  
824   398   190   64   44   8   120  

100，○％   48．3l   2：l．t‡   7．8％   5．3％   1．0ヽ   川．6l  

定   
1．239   ヰ72   207   70   60   4   426  

＝ 一・   38．1l   16．7％   5．6＼   ヰ．8％   0つヽ   3ヰ．41   
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（8）退院の時期についての評価   

①全体傾向   

退院の時期については、「適切だった」（54．8％）と「ほぼ適切だった」（21．6％）をあ   

わせると、8割近くの患者が適切であると回答しており、高く評価している。  

80％  100％  

●適切だった田ほぼ適切だった□どちらともいえない臼あまり適切でなかった田  

②展性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別   

年代別でみると、20歳代、30歳代で「適切だった」という回答割合がやや高いの   

に対し、60歳代や80歳代以上の回答割合がやや低いが、これらの年代では無回答の   

割合が高くなっており、回答傾向に大きな差は見られない。  

ウ．種別  

DpCの導入状況でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

エ．設置主体別   

設置主体別でみると、国立病院で「適切だった」という回答割合が高くなっている   

が、回答候向に大きな差は見られない。  

オ．地域別   

地域別でみると、東北で「適切だった」という回答割合がやや低く、「ほぼ適切だっ   

た」という回答割合がやや高くなっているが、回答傾向に大きな差は見られない。   

力．退院後の予定   

退院後の予定との関連性をみると、他病院へ転院という患者で「適切だった」とい   

う回答割合が低く、rどちらとも言えない」、「あまり適切でなかった」という、回答割合   

がやや高い。  
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サンプル数   適切だった  ほぼ適切だっ    どちらともいえ    あまり適切で  
た  ない  なかった   た   無回答   

全 体  
22，641  ほ．397   4．891   l．479   405   83   3．386  

00．0％   54．8X   21．6％   6．5％   l．8％   04l   150l   

男性   ．622   6，418   2．538   了68   202   ヰ7   1．649  
100．0％  55，2鶏   21．鍋   6．8％   t．7％   0．4！i   142ヽ  

性  
10，553  5．81ヰ   2．297   896   198   3㊦   †．512   

100．0％  55．1％   21．8％   6．6！i   1．9ヽ   03九   1ヰ3＼  

466  165   56   15   5   0   225  
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（9）DPC導入後の医療内容や入院期間の変化く1年以上前に入院経験のある患者のみ回答）   

①全体傾向   

DPC導入後の医療内容や入院期間については、「変わらない」という回答が38．9％と   

もっとも多く、次いで「どちらとも言えない」（24．2％）、「あまり変わらない」（19．7％）   

のJ慣となっており、8割以上の患者はDPC導入による医療内容等の変化を感じていない。  

3．6％  

24．2％  

20％  40％  60‰  80％  

■変わらないDあまり変わらない口どちらともいえない由少し変化がある日全く変わった  

②属性によるクロス分析  

ア．性別  

性別でみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

イ．年代別  

年代別でみると、70歳代、80歳代で「変わらない」という回答割合が高いのに対  

し、50歳代、60歳代で「少し変化がある」という回答割合が高く、年代との間に弱  

い相関が見られる。  

ウ．種別  

DI）Cの導入状況でみると、調査協力病院で「変わらない」、「少し変化がある」とい  

う回答割合が高いのに対し、DPC痛院および試行的適用病院では「どちらともいえな  

い」という回答割合が高い。DPC病院および試行的適用病院と、調査協力病院の間で  

の回答傾向に違いが見られ、DPCの導入状況と医療内容等の変化に対する認識の間に  

は相関が見られる。   

（分割表分析係数＝0．2240、P値＜0．01）  

エ．設置主体別  

設置主体別でみると、公的病院で「変わらない」、「少し変化がある」という回答割   

合が高く、国立病院では「少し変化がある」という回答割合が高くなっている。設置   

主体と医療内容等の変化に対する認識の間には弱い相関が見られる。  

オ．地域別  

地域別でみると、関西で「変わらない」という回答割合がやや高く、東北、中国・  
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四国で「あまり変わらない」という回答割合が低くなっているが、回答傾向に大きな  

差は見られない。  

九退院後の予定   

退院後の予定との関連性をみると、回答傾向に大きな差は見られない。  

サンプル数  変わらない  あまり変わら  ない  どちらともいえ  ない  少し変化があ  る  全く変わった   

全 体  
8．221   3．198   1．620   l．988   t．†20   295  
1伸．肌   38．9l   t9．7％   2ヰ．2％   13．8l   3．8   

男性   
4．51ヰ   l．749   ●t■   】．085   ¢0ヰ   167  
100．Ol   38丁ヽ   20．1ヽ   24．猟   11■ヽ   3．7  

性                               女性   
3－598   1．仙5   688   884   4g8   12a   
100．01   39．01   19．1％   24．6ヽ   13．8ゝ   3．4  

無回答   10！〉   44   23   柑   18   5  

100．01   ■0，■ヽ   21，1   1丁．4l   16．5％   4．6   

10歳未満   451   】60   89   t33   4丁   12  
100．仇   35．5％   22．Ol   29．5■   10．4l   2．？l  

10鼓代   115   36   10   48   1？   ヰ  
100．01   31．31   8．7～   ll．？ヽ   1ヰ．8l   3．5！i  

20歳代   402   131   66   158   38   9  

100．01   32．6Ⅹ   16．1ゝ   39．3■   8．5■   2．2ヽ  

30鐘代   67：暮   230   93   23：暮   92   25  
1帆仇   糾．為   t18ゝ   叫．8l   13、了ヽ   1†ヽ  

40歳代   591   176   126   198   TO   23  
¶XI．0兄   29．81   21．3％   33．2％   1t．81   乱9％  

年  1．28ヰ   ヰ42   24ユ   飢泊   2：事4   56  

代  
1帆D■   3▲4l   18．9l   24．1X   18．まt   4．1ヽ  

別  1．746   688   349   874   260   75  
l仙0ヽ   38．■t   20．0～   2l．ヰ％   1ヰ．8l   ●．3ヽ  

70歳代   1．gヰ9   900   ■13   343   211   52  
10mO％   4¢．2■   21．2％   lT．8父   12．4l   2．7≠  

80歳代   723   316   157   114   80   之8  

1拍．肪   IIJヽ   21．71   1鋸消   ll．1～   3．0ヽ  

90歳代   
97   ヰ1   26   17   10   3  

1∝l．Ol   4乙3％   之6．8ヽ   lT．5l   Hu鵬   11ヽ  

100歳以上   4   
0   2   2   0   0  

100．0～   0．仇   50．Ol   50．0l   仇0～   80ヽ  

嚢回答   186   丁8   36   3t   31   10  
tOO．0％   朋．9l   19．4l   t6．7％   16，7％   已4札   

DPC病院   2．251   799   ヰ38   653   292   69  
100．0芳   35．51   柑．5l   2臥○書   l：）．01   11  

穫 別                               試行的適用病偏   
ヰ．448   l，686   ！＝8   l，230   ヰg9   115  
1∞．汎   37．8l   20．6   2丁．71   1l．2l   乙6  

調査協力病院   l．52之   713   28ヰ   105   328   tll  
100．01   ◆6．8ヽ   17．3ヽ   6．9l   21．6ヽ   7．3   

大学病院   2．158   7（iO   小9   633   2丁9   ¢丁  
100，0ヽ   a5．21   柑．■l   29．31   12．9ヽ   3．1≠  

設  
923   a33   169   212   185   ヰヰ  

置  
10仇01   ユ6．1％   18．3l   210t   1丁．91   l．8！i  

主  1．丁32   642   388   174   183   ヰ5  

体  
100．01   さ7．】～   22．Jl   2丁．4％   10．6～   2．6先  

別  了10   
336   川l   67   142   2ヰ  

1仙01   47．3l   柑．9ヽ   9．4書   20．01   3、lヽ  

民間病院   
2，698   1．12了   503   802   35t   115  
100．Ol   l‖．8l   柑．6■   22．3％   13．0ヽ   t3ヽ   

北海道   
886   257   127   178   82   22  

100．01   38．6X   1g．1l   2＆7ヽ   12．3l   3．3ヽ  

東北   
772   25g   188   216   90   19  

100．Ol   33．5％   ■        ■   ；●   1l．丁％   乙5％  

関東   
1．413   548   262   343   202   58  
100．0≠   38．8％   18．51   24．3l   t■．3ヽ   4．1％  

地  
62∈I   240   123   174   74   t8  

域  
100．Ot   38．2％   19．6l   27．7■   tl．8■   2．91  

別  
1．395   540   2ヰ6   307   222   8（〉  

100．肌   3＆†ヽ   17．6㌔   22．0ヽ   15．9l   5．7≠  

関西   
1．357   586   258   291   180   42  

l抽．〔鵬   4ユ．2l   19．01   封．lヽ   13．3l   3．1ヽ  

中匡卜四国   
844   388   185   208   113   30  

l仙0ヽ   36．5ヽ   21．91   2ヰ．8％   13．4■   3．6ヽ  

九州   
1，川5   480   23l   271   157   28  
t（）0．Ol   40．2ゝ   20．2～   23．7X   1ユ．7■   2．ユヽ   

退  7．139   2．775   l，428   1．718   9Tl   249  

100．Ol   38．9ヽ   20，○ち   2ヰ．01   13．8■   15ヽ  

院 後  a98   t44   72   11l   50   2l  
100．0％   36．2≠   1駄1ヽ   27．9ち   12．6l   i3ヽ  

の 予  
之77   104   48   一丁   3丁   

100．胱   37．5ヽ   17．3ヽ   27．8㌔   1ユ．4l   l．肌  

定   
407   け5   72   84   62   lヰ  

l∝I．0％   ヰ3．0≠  17．7†‘   之0．6％   15．2X   3．4≠   
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3 前年度調査結果との比較分析  

3－1．比較分析の方法   

（1）比較対象施設   

平成16年度において、本調査と同様のアンケート調査（平成17年度調査では一部質   

問を追加）を実施していることから、平成16年度、平成17年度の2回ともアンケート   

調査を実施した施設を対象に、調査結果を比較分析した。  

比較対象とした施設は表Ⅲ－1に示した14施設である。  

表Ⅲ一1 比較対象病院一覧  

施設名   区分（設置主体別）   

北海道大学病院   大学病院（国公立）   

岩手医科大学附属病院   大学病院（私立）   

埼玉医科大学病院   大学病院（私立）   

昭和大学病院   大学病院（私立）   

金沢医科大学柄院   大学病院（私立）   

名古屋大学医学部附属病院   大学病院（国公立）   

大阪大学医学部附属病院   大学病院（国公立）   

九州大学病院   大学病院（国公立）   

鹿児島大学病院   大学病院（国公立）   

宮城社会保険病院   社会保険病院   

岐阜社会保険病院   社会保険病院   

社会保険中京病院   社会保険病院   

健康保険諌早総合病院   社会保険病院   

健康保険八代総合病院   社会保険病院   

（2）分析の方法   

調査結果の分析は、医療達成度調査については、全体傾向とあわせて、職制別（医師、   

看護師）、設置主体別（国公立大学、私立大学、社会保険病院）ごとに、年度間での調査   

結果の違いを分析した。   

また、患者満足度調査については、年度間での全体傾向の違いを分析した。  

分析方法はズ自乗検定を用いた。  

分割表分析係数により相関の強さを判定するとともに、（分割表分析係数が大きいほど   

相関が強い）分割表分析係数が大きい項目については危険率5％で検定した。（P＜0．05   

で有意。）  
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3－2．比較分析の結果   

（1）医療達成度調査   

平成16年度の調査結果と平成1．7年度の調査結果の間では、すべての質問において回   

答傾向に大きな差は見られなかったっ  

グラフⅢ－1 DPCの診断群分類についての理解度  

グラフⅢ－2 DPCの包括の範囲につしヽての理解度   

、．，．、、 ：雪空慧㌘ごご：ご口とちbとも言えぢいl  

グラフⅢ－3 入院時の患者への説明状況   

巨≡這‡萱二  49・3  －‾‾‖2－・】‾‾「∈ま」  至≡耳二‾  …   ＿＿＿＿；＋‥二幸                      」  
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グラフⅢ－4 診断群ごとの平均在院日数の利用状況   

＿＿…． 

グラフⅢ－5 入院中の患者への計画的な医療内容の提供  

グラフⅢ－6 クリテイカルパスの利用状況  
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グラフⅢ－7 クリテイカルパスの利用が変化している理由  

グラフⅦ－8 DPC導入後の医療内容の変化  

20％  40％  60％  80！i  

由大きく変化した  臼少し変化した  □どちらとも言えない  

臼あまり変化していない 田まったく変化していない  

グラフⅢ－9 患者からの信頼感の醸成（医師のみ回答）  
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グラフⅢ－10 看護の方法や療養生活支援の遂行状況（看護師のみ回答）  

グラフⅢ一11退院に当たっての患者への説明や退院支援の提供  

20％  ヰ0％  60％  80％  100％  

田よくできている  ロ少しできている  口どちらとも言えない  

田あまりできていない  臨まったくできていない  

グラフⅢ－12 入院期間が遷延する場合紹介転院を勧める機会の増減  
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グラフⅢ－13 退院に当たっての入院目的の達成状況  

グラフⅡ－14 医療従事者として退院に対する納得度  

グラフⅢ－15 入院診療でかかる費用についての説明の有無  

仙一皿㈱’▲”‾ 仙仙以u仙仙酬仙00 

20％  40％  60％  8（）％  tOO％  

田はい  ロいいえ  ロ尋ねられなかった  
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（2）患者満足度調査  

平成16年度の調査結果と平成17年度の調査結果の間では、すべての質問において回   

答傾向に大きな差は見られなかった。  

グラフⅢ－16 入院前の説明に対する納得度  

グラフⅢ－17 入院前の費用に関する説明の有無  

グラフⅢ－18 入院医療費の算定方法が変わったことの認知状況  
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グラフⅢ一柑 入院中の質問等を通じた医師への信頼感  

グラフⅢ－20 入院中の療養生活に対する支援への満足度  

グラフ皿－21退院後の生活についての医師等からの説明や支援の有無  
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グラフⅢ－23 退院の時期についての評価  

グラフⅢ－24 DPC導入後の医療内容や入院期間の変化（1年以上前に入院経験のある患者のみ回答）   
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